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シンポジストの声後日談  高瀬典子（茨木市在住） 

 準備等お疲れ様でした。お弁当もおいしくいただきまして、 

ありがとうございました。 

今回はあえて原稿を作りませんでした。無謀とも思ったのですが、 

浅見さんが以前に「高瀬さんの思うままのことを率直にお話くだ 

さい」とおっしゃり、その言葉がずっと頭にありました。 

私は原稿を書くとどうも固い文章になってしまいます。状況に 

よりそれが良い時もありますが、今回はそういう感じよりも 

普段お友だちに話をするみたいにお伝えしたいな、 

と考えました。なので、話をしている最中もずっと頭の中が 

緊張しており（原稿がない分）終わった途端、一気にスイッチが 

OFFになってしまいました。今思い返しても事細かには覚えて 

おらず、ちゃんとお伝えできたか、まとまっていたかなど不安な 

面が多々ありますが、あまり考えると自己嫌悪に陥りますので、 

次なる課題に頭を切り替えているところです。 

 息子が事故に遭ってから５年経ちましたが、なぜか年々忙しく 

なって来ているのです。医療の問題、福祉の問題、学校事故の 

問題等々各分野で問題が山積みで、そこで何とかしようと 

何時の間にか私自身もその輪の片隅にいる状況です。 

 しんどい思いをしている当事者が声を上げていかなければ 

ならない状況は益々負担が増えることになるのですが、 

声を上げなければ何も進まないのが今の現状ですものね。 

 そんなこんなで、介護もバタバタしております。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 ※ 高瀬 啓太さん（当時１８歳は）柔道の形の講習会で 

昇段審査会に参加し、事故に遭う。 

～子どものための 

学校安全を考える～ 

2012.7.1 第１回 公開学習が 

早稲田大学戸山キャンパスにて

開催された。 

 ・参加者４４名 

 ・交流会参加者２８名 

※基礎講座参加申込者１２名 

 準備会の仲間が言いました…   

秋山寿子（受付） 

お疲れ様でした。 

ほっとなさっていることと思います。 

シンポジストのお話は、私が今まで関わったことの

ない分野で、皆さん淡々とお話なされましたが、どん

なに悔しく辛い思いをなさっておられるのか、と思う

と私は親の立場に感情が入り、冷静ではいられません

でした。 

（学校って何なの？と言うのが正直は気持ちです。）        

もう少し客観的に眺められるようにならないと、電話

相談員は、 無理ですね！ 

※ 神奈川県障害福祉相談員・逗子社会教育委員   
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鹿野 真美さんの声（コディネーター）        喜多 明人さんの声（記念講演） 

 これまで、数多くの講演会やシンポジュウムに、       今回の学校安全公開学習で、被災者の声をきき 

 主催者側として、登壇者として、また聴講者とし       ながら、わたしは、４０年前に起きた小野寺勇治 

 て参加してきましたが、今回の学校安全推進全国       君事件を思い出した。 

 ネットワークの講演会・シンポジュウムほど、        勇治くんのお父さんが 

聴講者を含めた全員が意欲的な会は初めてだった。      切実に訴えた思いを受け止めながら、これは大変 

参加者ひとりひとりの熱意が直に伝わってくるようで、    な問題だ、と心を揺り動かされた。 

圧倒された。                       子どもの事故を家族がすべて背負い込む現状に 

 参加者数のこだわり、『人がたくさん＝盛況＝成功』      直面して、わたしも学校災害問題に深く入り込む 

 という短絡的発想にとらわれていた自分が恥ずかしい。    ことになった。 

 『懇親会』では、どのような立場で参加したかを、      今回、またそのような思いを再び共有でき、 

 問わず 全員が一言ずつ発言したが、これも過去に      身の引き締まる思いである。 

経験したことがない。                   ※ 学校安全全国ネット準備会代表（早稲田大学教） 

『懇親会』の名にふさわしく愉快で楽しい、のみ  

 ならずたくさんの刺激を受けた、有意義な時間だった。 

※ 学校安全全国ネット準備会幹事（弁護士） 

        

 

  電話相談のお知らせ   

                     〈学校安全・電話相談を受け付けています〉 

   毎週木曜日  １１時 ～ １４時まで（木曜が祝祭日と重なった日は、休みます。） 

            ０３－６２６８－９３６３   

     ※ 思い悩む前に、受話器をとってください！ 経過を見ながら一緒に方向性を考えていきましょう！ 

        子どもの学校生活の安全を願い、祈りつつ… 
〈日本外来小児科学会総会 患者部門担当（豊川達記医師）の助力を得、学校安全全国ネット準備会も参加〉 

 


 

ち
ょ
っ
と
お
耳
を
！ 

・
七
月
一
日
の
公
開
学
習
会
で 

 

五
月
二
四
日
（
木
曜
）
か
ら 

ス
タ
ー
ト
し
た
電
話
相
談
の

相
談
者
Ｋ
さ
ん
が
、
学
習
会
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
二

年
生
の
娘
さ
ん
が
、
給
食
当
番

中
に
火
傷
を
負
っ
た
事
故
に

つ
い
て
、
受
け
持
ち
担
任
教
師

の
対
応
に
、
疑
問
を
投
げ
か
け

ま
し
た
。
四
年
生
か
ら
二
年
生

の
受
け
持
ち
に
な
っ
た
教
師

は
、
生
徒
の
二
年
間
の
学
校
生

活
で
の
成
長
の
違
い
を
認
識

す
る
事
な
く
、
給
食
準
備
を
さ

せ
て
い
た
よ
う
で
す
。
熱
い
汁

が
入
っ
た
食
缶
を
、
頑
張
っ
て

一
人
で
持
っ
て
い
っ
た
Ｙ
ち

ゃ
ん
は
、
重
さ
に
耐
え
ら
れ

ず
，
倒
し
て
し
ま
い
両
足
に
火

傷
を
負
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。 

「
今
日
の
給
食
は
熱
い
汁
が

出
さ
れ
ま
す
。重
た
い
で
す

か
ら
、二
人
で
注
意
し
な
が

ら
運
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と 

一
言
注
意
が
あ
っ
た
ら
ば
…
。 

 

※
子
ど
も
の
頑
張
り
を
見
守

る
大
切
さ
と
、
難
し
さ
を
学

ば
さ
れ
ま
す
。 

 

ヨ
ウ
コ 

         

 



第２２回日本外来小児科学会にブースを出展します！！ 
             一人でも多くの方々に、学校事故の現実を知って頂きたい。 

        同じ不幸が、過ちが、繰り返されぬよう 願いと祈りの心で… 

2012 年 8 月 24・25・26 日に向けご協力を！  知人・友人に声を掛けお出でください！ 

※「学校事故を再発防止するには、事実を伝えひろめること」と信じます。 

 

 

２０１２年７月８日 東京民報者 内田記者                  

 
 

ク
ラ
ブ
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
で
起
き
る
学

校
災
害
を
な
く
し
、
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
に
立
っ

た
安
全
体
制
を
と
活
動
す

る
「
学
校
安
全
全
国
ネ
ッ

ト
準
備
会
」（
喜
多
明
人
代

表
）
に
よ
る
公
開
学
習
会

が
一
日
、
新
宿
区
内
で
開

か
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

法
律
家
、
学
生
、
市
民
な 

 

ど
約
四
〇
人
が
参
加
し
て 

 

熱
心
に
討
論
し
ま
し
た
。 

 
 

学
校
事
故
当
事
者
、家
族 

 

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

 

で
飯
沼
健
一
さ
ん
（
栃
木 

 
県
）
は
、
小
学
校
一
年
生 

 
の
息
子
が
給
食
の
白
玉
汁 

 

を
喉
に
つ
ま
ら
せ
「
意
識 

 

が
戻
ら
な
い
ま
ま
二
年
が 

 

た
つ
」
と
報
告
。 

 
 

高
瀬
典
子
さ
ん
（
茨
木

市
）
は
高
校
一
年
生
の
息

子
の
柔
道
審
査
会
の
日
の 

 

柔
道
審
査
会
の
日
の
事
故 

 

を
め
ぐ
り
「
学
校
の
報
告 

 

 

学
校
安
全
、
な
ぜ
進
ま
な
い 

 
 

法
律
家
・
当
事
者
ら
が
準
備
会 

 
 

 

事
故
を
め
ぐ
り
「
学
校
の

報
告
書
に
は
当
日
、
顧
問

の
先
生
が
い
た
と
か
か

れ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。

そ
の
日
、
顧
問
は
い
な
か

っ
た
し
、
息
子
は
道
場
外 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
ロ
ビ
ー
で
放
置
さ
れ

て
い
た
の
が
実
情
」
と
真

相
究
明
の
困
難
さ
を
悲

し
み
を
こ
ら
え
な
が
ら

話
し
ま
し
た
。 

高
校
一
年
生
で
ラ
グ

ビ
ー
試
合
中
に
頸
椎
を

骨
折
し
、
車
イ
ス
生
活
の

中
村
周
平
さ
ん
（
京
都

市
）
は
「
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
被
害
・
加
害
に
到
る
危

険
が
誰
に
も
あ
る
。
ノ
ー

サ
イ
ド
（
試
合
終
了
の
よ

う
に
）
で
お
互
い
の
立
場

を
離
れ
、
制
度
の
確
立

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

中
村
さ
ん
は
、
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

統
計
で
年
間
の
事
故
件

数
は
一
一
三
万
件
程
度
、

そ
の
中
で
、
年
平
均
二
〇

件
ほ
ど
が
重
篤
障
害
事

故
に
な
っ
て
い
る
と
紹

介
。「
セ
ン
タ
ー
の
一
時 

    

介
。「
セ
ン
タ
ー
の
一
時
金
で
は

生
涯
補
償
に
な
ら
ず
、
本
人
と

家
族
の
み
が
す
べ
て
負
坦
す
る

状
態
の
改
善
を
」
と
話
し
ま
す
。 

 
 

代
表
の
喜
多
明
人
早
稲
田
大 

学
教
授
は
記
念
講
演
で
、「
現
状

は
ほ
と
ん
ど
事
故
原
因
究
明
が

進
ま
ず
、
裁
判
に
到
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
過
失
責
任
に
よ
っ
て

賠
償
が
生
じ
る
こ
と
を
恐
れ
る

た
め
だ
」
と
指
摘
。 

当
時
者
間
で
は
解
決
は
困
難

だ
と
し
て
①
第
三
者
機
関
の
設

置
②
無
過
失
責
任
主
義
に
立
つ

学
校
災
害
補
償
法
の
制
定
③
安

全
担
当
の
専
門
職
の
学
校
配
置

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。 

会
場
参
加
者
の
中
に
合
宿
中

に
起
き
た
娘
の
死
亡
事
故
か
ら

九
年
、
学
校
に
足
を
運
び
「
安

全
委
員
会
」
の
設
置
な
ど
対
策

を
求
め
て
き
た
草
野
と
も
子
さ

ん
（
江
戸
川
区
）
の
姿
も
あ
り

ま
し
た
。 

草
野
さ
ん
の
娘
が
通
っ
て
い

た
高
校
で
、
年
に
最
低
二
回
、

安
全
対
策
委
員
会
を
開
き
ス
ポ

ー
ツ
ド
ク
タ
ー
な
ど
か
ら
学
ぶ

な
ど
の
活
動
を
通
し
「
先
生
た

ち
も
安
全
を
意
識
し
て
く
れ
、

徐
々
に
変
化
の
手
応
え
を
感
じ

る
。
二
度
と
事
故
が
起
き
な
い

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
、
娘
の
代

わ
り
に
訴
え
続
け
た
い
」
と
話

し
た
。 

 

 



  

 

  ※学校安全全国ネット 

   副代表（弁護士） 

 

大津いじめ問題がマスコミで取り上げられた。 

この事件を契機に学校災害・学校事故のもつ様々な問題が、 

一気に露見してきた。 

① 度重なる現場の証言を教師が集団的に無視していたこと 

② 現場に立ちあわせても、「喧嘩」として処理し解決を放棄してしまう事 

③ 校長は学校として知らないこととし、責任回避する事 

④ 教育委員会の姿勢は、学校の責任を軽く見せようとする校長を 

歓迎している事 

総じて学校の自治自浄能力が衰え、警察介入があるまで、事実【真実】と 

向き合おうとしない教育現場＝学校と教育委員会の姿等である。 

７月２１日の東京新聞（３面）は「いじめ自殺どう防ぐ」の見出しで 

「こどもの人権１１０番」の弁護士の意見を紹介しているが、「大切なのは 

加害者側の処罰を求める姿勢ではなく、いじめ行為自体を止めることです。」 

と締めくくっているが、その担い手とプログラムが示されていないことが 

もどかしい。われわれのテーマでもある。 

 学校安全全国ネット準備会事務局長 浅見 洋子（カウンセラー）  

2012年７月20日 東京新聞 東電病院の売却検討との見出しに歯ぎしりをしました。文部科学省に買い上げさせて、 

       学校事故の被災者のための病院にするよう働きかけの出来る社会状況が出来ていればと… 残念！ 

ま
た
、
地
方
で
の
活
動
・
被
災
者
の
状
況
・

思
い
な
ど
を
通
信
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、
お
届
け
す
る
こ
と
も
…
。 

い
つ
の
日
か
、
心
の
鎖
で
日
本
各
地
の
方
々

と
繋
が
り
、
社
会
が
認
知
す
る
団
体
に
な
る

こ
と
を
願
い
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

ま
ず
は
、
事
故
の
再
発
防
止
の
為
に
、
事
故

報
告
書
の
開
示
・
学
校
長
と
保
護
者
の
併
記

を
教
育
機
関
、
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

事
務
局
長
通
信
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
東

京
で
、「
子
ど
も
の
学
校
生
活
の
安
全
」
の

た
め
に
出
来
る
こ
と
は
と
考
え
た
時
、 

専
門
家
の
方
々
か
ら
正
確
な
知
識
を
学
び

発
信
す
る
事
な
の
で
は
な
い
か
と
…
。 

 
 

   お知らせ欄          お願い欄 

☆ 第２回公開学習会のお知らせ！ 

日時 ８月３日（金曜）20:00～22:00 

場所 早稲田大学 戸山ｷｬﾝﾊﾟｽ  

講師 浅見洋子 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞについて 

※ 詳しくは、チラシをお読みください。 

★ ８月２５・２６日の「日本外来小児科学会」参加に向 

皆さまのご協力をお願いします。 

まずは、一人でも多くの方々に学校事故を、被災者の皆

さんの現況を、思いを、知らせましょう！ 

もぎ取られた命のことを、障害と共に生きる実態を！ ま

た各地・各団体の活動を紹介し、今、悩んでいり方々に手

を差しのべる一助にしませんか？ 

 連絡先は下記宛てに           ―  － 

・ 〒102-0071 東京都千代田区富士見２－７－２ ｽﾃｰｼﾞﾋﾞﾙ 1706 南北法律事務所内 

・ ０３－３５１１－５０７０    ＦＡＸ ０３－３５１１－５７８４ 

・ uta@yoko-no-heya.jp  浅見洋子のメールアドレスです 

mailto:uta@yoko-no-heya.jp

